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一
九
―
二
年
に
大
西
洋
上
を
航
海
し
て
い
た

豪
華
客
船
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
が
氷
山
に
衝
突

し
て
沈
没
し
た
現
場
を
見
物
し
よ
う
と
、
今
年

六
月
に
五
人
が
搭
乗
し
て
水
深
三
八

0
0
メ
ー

ト
ル
の
海
底
を
目
指
し
た
潜
水
艇

「
タ
イ
タ

ン
」
が
沈
没
し
た
。
水
深
三

0
0
0
メ
ー
ト
ル

の
水
圧
は
地
上
の
気
圧
の
三
百
倍
に
な
る
か
ら

装
置
の
わ
ず
か
な
故
障
で
も
大
変
な
事
態
に
な

る
こ
と
を
証
明
し
た
事
故
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
人
間
は
古
代
か
ら
深
海
を
目
指
し
て
き
た
。

多
数
の
技
術
が
戦
争
目
的
で
発
達
し
て
き
た

よ
う
に
、
潜
水
艇
も
兵
器
と
し
て
開
発
さ
れ
て

き
た
歴
史
が
あ
る
。
明
確
な
証
拠
は
な
い
が
紀

元
前
四
世
紀
に
東
方
遠
征
を
し
た
マ
ケ
ド
ニ
ア

王
国
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
三
世
は
木
製
の
潜

水
艇
を
開
発
し
た
と
さ
れ
る
し
、
十
七
世
紀
に

は
オ
ラ
ン
ダ
の
技
師
C
・
ド
レ
ベ
ル
が
イ
ギ
リ

ス
の
ジ
ェ

ー
ム
ズ
一
世
の
た
め
に
開
発
し
た
三

隻
の
潜
水
艇
を
テ
ー
ム
ズ
河
で
実
験
し
た
と
い

う
記
録
も
あ
る
。

よ
り
明
確
な
記
録
の
あ
る
潜
水
艇
は
ア
メ
リ

カ
の
技
師
D
．
ブ
ッ
シ
ュ
ネ
ル
が
独
立
戦
争
の

最
中
の
一
七
七
六
年
に
、
木
製
の
樽
型
の
船
体

に
人
間
が
乗
込
ん
で
操
縦
す
る
「
タ
ー
ト
ル
」

（図

1
)
で
、
成
功
は
し
な
か
っ
た
が
、

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
沖
合
に
停
泊
し

て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
旗
艦

「イ
ー
グ
ル
」
を
攻

撃
し
た
。
戦
争
目
的
で
は
な
く
学
術
目
的
の
潜

水
装
置
の
開
発
も
進
展
し
て
お
り
、
以
下
に
人

間
が
搭
乗
す
る
調
査
用
潜
水
艇
を
紹
介
す
る
。

深
海
を
目
指
す
最
初
の
本
格
的
潜
水
艇
は
ス

ィ
ス
の
物
理
学
者
A
・
ピ
カ
ー
ル
が
発
明
し
た

「バ
チ
ス
カ
ー
フ
」
（
図
2
)
で、

一
九
四
八
年

に
ベ
ル
ギ
ー
で
本
人
の
指
揮
に
よ
り
建
造
さ
れ

た
。
海
水
よ
り
軽
量
の
ガ
ソ
リ
ン
を
充
填
し
た

浮
体
の
下
部
に
人
員
が
乗
船
す
る
球
体
が
懸
垂

さ
れ
、
電
気
モ
ー
タ
ー
を
駆
動
し
て
深
海
を
自

カ
で
航
行
で
き
る
性
能
が
あ
る
。
同
年
、
ア
フ

リ
カ
の
ダ
カ
ー
ル
沖
合
で
試
験
潜
行
し
、
一
三

バ
チ
ス
カ
ー
フ
と
ト
リ
エ
ス
テ

図lター トル
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ピ
カ

九
四
メ
ー
ト
ル
に
到
達
し
た
。

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
海
軍
に
売
却
さ
れ
、

ー
ル
は
一
九
五
七
年
に
同
型
の

「
ト
リ
エ
ス

テ
」
を
建
造
し
た
。
世
界
最
深
の
海
溝
に
潜
行

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
が
資
金
不
足
で
開

発
は
難
航
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
は
冷
戦

時
代
で
、
ア
メ
リ
カ
の
地
質
学
者
R
・
デ
ィ
ー

ツ
が
根
回
し
を
し
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
ソ
ビ
エ

ト
に
技
術
優
位
を
誇
示
す
る
た
め
に
購
入
し
た
。

金
額
は
約
二
五
万
ド
ル

（当
時
の
換
算
で
九
〇

0
0
万
円
）
で
あ
っ
た
。

一
九
六

0
年
に
ピ
カ
ー
ル
の
息
子
J

・
ピ
カ

図2バチスカーフ

前
述
の
よ
う
に
最
初
は
外
国
の
潜
水
艇
を
購

入
し
た
ア
メ
リ
カ
海
軍
も
独
自
で
開
発
建
造
す

る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
四
年
に
潜
水
艇
「
ア

ル
ヴ
ィ
ン
」
と
支
援
母
船
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
」

を
建
造
し
た
。
重
塁
は
一
七
ト
ン
、
一
名
の
操

縦
士
と
二
名
の
研
究
者
が
七
二
時
問

（三
日）

乗
船
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
深
度
六
五

0
0
メ

ー
ト
ル
ま
で
潜
行
で
き
る
。
進
歩
し
た
の
は
二

本
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
装
備
し
、
船
外
の
サ

ン
プ
ル
を
採
取
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
に
は
支
援
母
船
で
輸
送
し
て
い

る
最
中
に
「
ア
ル
ヴ
ィ
ン
」
が
沈
没
す
る
事
故

が
発
生
し
た
が
、
乗
員
は
脱
出
し
て
無
事
で
あ

り
、
本
体
も
十
ヶ
月
後
に
回
収
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
非
常
事
態
に
対
応
す
る
様
々
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
お
り
、
水
中
で
移
動
不
能
に
な

っ
た

ァ
ル
ヴ
ィ
ン

ー
ル
と
ア
メ
リ
カ
海
軍
大
尉
D
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ

が
「
ト
リ
エ
ス
テ
」
に
搭
乗
し
て
マ
リ
ア
ナ
海

溝
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
海
淵
に
潜
行
し
た
。
往

復
に
八
時
間
三
十
分
か
け
て
水
深
＿
万
一
五
二

一
メ
ー
ト
ル
に
到
達
し
「
世
界
最
深
に
到
達
し

た
人
間
」
に
な
っ
た
。
た
だ
し
一
九
九
五
年
に

日
本
の
無
人
探
査
艇
「
か
い
こ
う
」
が
精
密
に

測
定
し
た
結
果
、
一
万
九
―
―
メ
ー
ト
ル
に
修

正
さ
れ
た
が
偉
大
な
記
録
で
あ
る
。

図3本体と駆動部分を分離できるアルヴィン

場
合
は
乗
員
の
搭
乗
し
て
い
る
本
体
と
駆
動
部

分
を
分
離
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
本
体
は
海
面

ま
で
自
動
で
浮
上
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

（図
3
)

こ
れ
ま
で
五
千
回
近
い
潜
水
実
績
が
あ
り
多

数
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
科
学
分

野
の
貢
献
で
は
、
一
九
七
七
年
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

諸
島
付
近
で
海
底
か
ら
黒
煙
が
噴
出
し
て
い
る

場
所
で
採
水
し
、
そ
の
正
体
を
見
極
め
る
こ
と

に
貢
献
し
て
い
る
し
、
話
顆
に
な

っ
た
の
は
一

九

＿
二
年
に
沈
没
し
た
汽
船
「
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
」
の
残
骸
の
調
査
や
二

0
1
0
年
の
メ
キ
シ
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図4ノテイール（実物規模の模型）

ノ
テ
ィ
ー
ル

コ
湾
内
で
の
原
油
流
出
事
故
の
海
域
の
被
害
状

況
の
調
査
に
も
活
躍
し
た
こ
と
で
あ
る
。

バ
チ
ス
カ
ー
フ
を
参
考
に

一
九
八
四
年
に
フ

ラ
ン
ス
国
立
海
洋
開
発
セ
ン
タ
ー
が
建
造
し
た

の
が

「
ノ
テ
ィ
ー
ル
」
で
あ
る

（図
4
)。
名

前
は
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
J

・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
空
想

科
学
小
説

「海
底
二
万
哩
j

(
一
八
七

0
)
に

登
場
す
る
潜
水
艦

「
ノ
ー
チ
ラ
ス
」
に
由
来
し
、

意
味
は
オ
ウ
ム
ガ
イ
で
あ
る
。
二
名
の
操
縦
士

と
一
名
の
研
究
者
が
搭
乗
で
き
、
「
ナ
デ
ィ
ー

島
国
で
あ
る
日
本
は
周
辺
の
海
洋
を
研
究
す

る
こ
と
に
熱
心
で
あ
り
、
戦
前
の
一
九
二
二
年

に
は
海
洋
生
物
を
採
集
す
る
「
天
鴎
丸
」
や

し
ん
か
い
六
五
0
0

ル」

「
ア
タ
ラ
ン
ト
」
「プ
ル
コ
ワ

・
パ
？
」
と

い
う
三
隻
の
母
船
で
潜
水
海
域
ま
で
運
搬
す
る
。

水
深
六

0
0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
潜
水
が
可
能

で
、
一
回
の
潜
水
で
―
二

0
時
間
の
潜
行
が
で

き
る
性
能
で
あ
る
。
就
航
し
た
翌
年
の
一
九
八

五
年
に
は
日
本
と
の
共
同
研
究
「
海
溝
計
画
」

で
日
本
海
溝
に
二
七
回
の
潜
水
を
実
施
、
二
枚

の
プ
レ
ー
ト
の

一
方
が
他
方
の
下
側
に
沈
下
し

て
い
る
プ
レ
ー
ト
衝
突
の
現
場
を
銚
子
の
沖
合

で
直
視
し
撮
影
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
な
ど
、

プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
の
研
究
に
多
大
の
貢

献
を
し
て
い
る
。

研
究
以
外
に
も
貢
献
し
、

一
九
八
七
年
以
来

何
回
も
客
船

「タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
の
沈
没
現
場

で
残
骸
を
撮
影
し
、
二

0
0
二
年
に
は
ス
ペ
イ

ン
の
沖
合
で
沈
没
し
た
タ
ン
カ
ー

「プ
レ
ス
テ

ィ
ー
ジ
」
か
ら
流
出
し
た
原
油
の
清
掃
作
業
に

も
参
加
し
て
い
る
。
二
0
0九
年
に
は
エ

ー
ル

フ
ラ
ン
ス

4
4
7
便
の
大
西
洋
上
で
の
墜
落
事

故
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
回
収
に
従
事
し
た

が
、
発
見
は
で
き
な
か

っ
た

（二
0
―
一
年
に

ア
メ
リ
カ
の
探
査
艇
が
発
見
）
。

「蒼
鷹
丸
」
を
建
造
し
て
い
た
。
し
か
し
有
人

で
深
海
を
探
査
す
る
潜
水
艇
は
一
九
五
一
年
の

「く
ろ
し
お
」
が
最
初
で
あ
り
、
当
初
の
潜
航

深
度
は
二

0
0
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ

っ
た
が
、

一
九
八

一
年
に
三
名
の
乗
員
を
水
深
二

0
0
0

メ
ー
ト
ル

ま
で
潜
航
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

「し
ん
か

い
二
0
0
0
」
が
実
現
し
た
。

さ
ら
に
一
九
八
九
年
に
は
三
名
の
乗
員
が
搭

乗
し
て
水
深
六
五

0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
潜
航
で

き
る
「
し
ん
か
い
六
五

0
0
」（
図
5
）
と、

そ
れ
を
搭
載
し
て
目
的
海
域
ま
で
運
搬
す
る

「よ
こ
す
か
」
が
完
成
し
、
試
験
運
転
で
は
深

~ 

図5しんかい6500
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最
後
に
特
殊
な
目
的
で
製
造
さ
れ
た
潜
水
艇

を
紹
介
す
る
。
地
球
の
海
洋
の
海
底
で
最
深
の

場
所
は
東
京
か
ら
ほ
ぼ
真
南
に
二
七

0
0
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
マ
リ
ア
ナ
海
溝
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
海
淵
で
、
水
深
は

一
万
九
―

―

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
今
回
の
最
初
に
紹
介
し
た

潜
水
艇
「
ト
リ
エ
ス
テ
」
は

一
九
六

0
年
に
乗

員
二
人
で
到
達
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
一
人
で

挑
戦
し
て
到
達
に
成
功
し
た
大
胆
な
人
物
が
登

場
し
た
。

デ
ィ
ー
ブ
シ
ー

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

度
六
五
二
七
メ
ー
ト
ル

に
到
達
し
て
性
能
を
証

明
し
た
。
一

回
の
潜
航
時
間
を
八
時
間
に
規
定

し
て
お
り
、
目
的
深
度
ま
で
の
沈
下
に
二
時
間

半
、
上
昇
に
二
時
問
半
を
必
要
と
す
る
の
で
、

深
海
で
の
活
動
時
間
は
三
時
間
で
あ
る
。

学
術
研
究
の
利
用
が
中
心
で
あ
る
が
、
潜
水

艇
の
窓
外
の
深
海
の
光
景
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
番

組
で
も
紹
介
さ
れ
、
居
間
で
深
海
の
奇
妙
な
生

物
や
光
景
を
堪
能
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

海
中
で
は
電
波
が
急
速
に
減
速
す
る
た
め
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
中
継
は
で
き
な
い
が
、
二

0

ニニ

年
に
は
光
フ
ァ
イ
バ
—
を
利
用
し
て
カ
リ
ブ
海

沖
の
水
深
五

0
0
0
メ
ー
ト
ル
付
近
の
光
景
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
す
る
こ
と
に
も
成
功
し

て
い
る
。

映
画

『タ
ー

ミ
ネ

ー

タ
—

』
や

『タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
J

の
監
督
と
し
て
有
名
な
J

・
キ
ャ
メ
ロ

ン
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
会
社
が
秘
密

で
設
計
し
、
や
は
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
技
師

が
中
心
と
な

っ
て
建
造
し
た
乗
員
一
人
の
「
デ

ィ
ー
プ
シ
ー

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
二

0
-

二
年
に
完
成
し
た

（図

6
)。
全
長
七
・
三
メ

ー
ト
ル
、
横
幅
一
・
＿
メ
ー
ト
ル
と
い
う
縦
型

の
潜
水
艇
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
立
大
学
で
耐
圧
試
験
が
実
施
さ
れ
た
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
自
身
が
搭
乗
し
、
二
0
1
二
年

二
月
二
十
八
日
に
水
深
三
七

0
0
メ
ー
ト
ル、

三
月
四
日
に
水
深
七
二
六

0
メ
ー
ト
ル
に
到
達
、

三
月
二
十
六
日
の
本
番
で
水
深
一
万
八
九
八
メ

ー
ト
ル
の
海
底
に
着
底
し
た
。
蒲
底
位
謹
の
相

違
で
一
九
六

0
年
の
「
ト
リ
エ
ス
テ
」
の
記
録

に
は
一
三
メ
ー
ト
ル
不
足
で
あ

っ
た
が
、
海
底

ま
で
到
達
す
る
時
間
で
は
下
回
っ
て
い
る
。
こ

の
成
功
を
契
機
に
海
底
ま
で
の
最
短
到
達
時
間

を
目
指
す
競
争
が
進
行
し
て
い
る
。

地
球
の
表
面
の
三

0
％
は
陸
地
で
七

0
％
が

海
洋
で
あ
る
。
そ
の
海
洋
の
水
深
二

0
0
メ
ー

ト
ル
以
下
は
深
海
と
名
付
け
ら
れ
、
海
洋
の
体

積
の
九
五
％
に
な
る
。

二
0
0
メ
—
ト
ル
を
境

界
と
す
る
の
は
、
そ
れ
以
下
に
は
太
陽
光
線
が

到
達
し
な
い
の
で
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
光
合

成
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
深
海

に
高
度
な
装
置
を
投
入
し
て
探
査
す
る
の
に
は

単
純
に
物
珍
し
い
場
所
と
い
う
だ
け
で
は
な
い

理
由
が
あ
る
。

深
度
二

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
下
の
海
底
に
は

四
0
0度
以
上
の
熱
水
を
噴
出
し
て
い
る
場
所

が
多
数
あ
り
、
周
囲
に
菌
類
が
発
生
し
て
い
る

状
況
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
従
来

は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
命
の
源
泉
で
あ
る
と

さ
れ
て
き
た
が
、
地
中
か
ら
噴
出
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
ミ
ネ
ラ
ル
も
生
命
の
源
泉
で
あ
る
と
解

釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
地
球
の
生
命

の
起
源
を
解
明
す
る
目
的
で
も
深
海
に
探
査
装

置
を
投
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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